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研究成果概要 
研究目的 

JEM-EUSO チームが開発している TA-EUSO 望遠鏡（以後、TA-EUSO と呼称）を

TA 望遠鏡サイトに設置し、UV 発光（レーザー、電子ビーム）と実際の空気シャワーを

観測し性能評価を行う。本研究では、実際の JEM-EUSO 望遠鏡に先立ち、そのベース

となる観測システムを実際に運用しその性能評価と共に不具合や課題点を明らかにし、

JEM-EUSO の開発にフィードバックする事を目的としている。また、TA 蛍光望遠鏡と

同じ事象を同時観測し、その結果を相互比較する。これにより、JEM-EUSO と TA の
クロスキャリブレーションに向けたベース環境の構築を行う。 
 
研究成果 
今年度は以下のことを行った。 

１） 光学系の製作 
２） 焦点面検出器の開発・製作 
３） 望遠鏡の設置・初期試験 
 
1) 光学系の製作 
プラスチックフレネルレンズを 2 枚使用した、面積 1m2の光学系の製作を完了した。

視野角は±4 度で、焦点面検出器 1 ユニット分に相当する。角度分解能は、約 0.4 度
である。これらのレンズは、理研の屋上で望遠鏡として機能することを確認したあと、

米国ユタ州の TA サイトへの設置を完了した。 
 



2) 焦点面検出器の開発・製作 
焦点面検出器は、36 本のマルチアノード光電子増倍管(MAPMT)を基礎とするユニッ

ト構成をしており、近紫外線透過フィルタ、MAPMT、Front-End ASIC、１次トリガボ

ード、2 次トリガボード、制御 CPU、クロック供給ボード、構造体フレームが主な構成

物である。これらは、JEM-EUSO の焦点面検出器と同じ構成であり、JEM-EUSO での

それぞれの担当機関が、TA-EUSO に関しても開発・製作を行っている。理研において、

各構成物を統合し、初期機能試験をおこない、制御 CPU で全てを制御し、MAPMT の

信号を記録できることを確認した（図 1）。 
 

3) 望遠鏡の設置・初期試験 
上記で製作したフレネルレンズを TA サイトの望遠鏡フレームに設置し、望遠鏡の初期

試験を行った。TA の Black Rock Mesa FD ステーションの前で、TA の中央レーザーと

電子ビームが TA-EUSO の視野内に入るように望遠鏡を設置した（図 2）。 
また、これに MAPMT と ASIC 試験ボードからなる簡易測定装置を設置し、背景夜光

の試験測定を行い、半月夜において 10~20 カウント/2.5µs の光量測定値を得た。これは、

事前に想定していた値の範囲内である。 
 

今後の予定 
2013 年度初頭に焦点面検出器の最終統合試験を行った後、TA サイトの望遠鏡に設置

し、TA-EUSO 望遠鏡を完成させる。その後、TA の中央レーザーや、電子ビームを用い

た試験観測を行う予定である。 
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図 2: ユタ州 TA サイトの TA-EUSO
望遠鏡。後ろに TA の Black Rock 
Mesa FD ステーションが見える。 

 
図 1: 焦点面検出器の初期統合試験。光

学フィルタ、MAPMT、ASIC ボード、

1 次、2 次トリガボード、制御 CPU ボ
ード、クロックボード等が接続されて

いる。 
 


